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朝倉彫塑館通り沿道におけるまちづくりについて 

 

 

1 背景・目的 

  谷中地区においては、令和 3年度に谷中地区景観形成ガイドラインを策定し、街

並みの維持を図っている。令和 5年度から特徴的な景観を持つ朝倉彫塑館通りに

おいて、沿道独自の修景基準のあり方について「谷中地区まちづくり協議会」で話し

合うとともに、令和６年度には建物所有者等とアンケートやワークショップを行うな

ど意見交換等を行ってきた。 

 実施したアンケート、ワークショップの結果から、生活文化や風習、住民同

士のつながりと景観を結び付けて考えている方が一定数いることが確認でき

た。そこで修景基準検討を進めていくにあたり、基準の高質化を目的に、谷中

全域の歴史や生活文化資源といった地域資源について調査を実施する。 

  

2 沿道における経緯 

  令和 4年 9月  谷中地区まちづくり協議会朝倉彫塑館通り沿道部会発足 

  令和 6年 6月  アンケート第一回目実施 ※３頁参照 

  令和 6年 7月  ワークショップ実施 ※４頁参照 

  令和 7年 2月  アンケート第二回目実施 ※４頁参照 

 

3 地域との意見交換、アンケート、ワークショップでの主な意見について 

 （1） まち並みの魅力として、具体的な建築物への評価以外に、雰囲気が良い、植

栽している敷地が多いなど、生活空間としての印象や、風習等、生活文化に由

来する要素を評価している方が一定数いた。 

 

（2） 沿道の建築物の外観について、特定の建物様式へのルール化を求める意見

よりも、各自の考えで良いという意見が多かった。また、住民同士の連帯や関

係構築といった、取組による地域コミュニティ醸成を期待する意見も一定数あ

った。 
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４ 調査について 

（１）概要 

谷中の景観や雰囲気を構成する要素となっている、人々の営みや活動等の風習

及び建造物等について、文献や地域のインタビュー等から収集し、整理・体系化す

る。 

 

（２）修景基準への効果について 

本調査により、歴史をさかのぼって地域の背景を分析し、建築様式や景観等に

影響している歴史および生活文化資源を抽出して景観配慮事項等に反映し、谷

中地域の文脈を継承させた修景基準としていく。 

 

５ 補正予算額（案） 

   歳 入   5,709千円 

歳 出   11,418千円 

 

６ 今後の予定 

   令和 7年 7月～  調査実施 

   令和 8年度以降  朝倉彫塑館通り沿道修景基準素案着手 



 第１回目アンケート 集計結果 

■調査対象者   朝倉彫塑館通り沿道に土地、建物をお持ちの権利者 194名 

■配布・回収日  発送日：令和６年６月 27日（木）、回収期限：令和６年７月 12日（金） 

■回収結果    配布数：194件 総回収数；59件 総回収率：30％ 

〇 朝倉彫塑館通りのまち並みで良いと思うところはありますか。（複数回答）（n＝59） 

49%

46%

46%

36%

31%

17%

15%

7%

3%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低層の建物が立ち並んでいる

歴史的な建物や寺院が多い

寺院や住宅、商店などが混在している

通りの雰囲気が良い

花や緑を置く家が多い

空き家が少ない

様々な時代の建物が混在している

良いお店がある

その他

未回答

〇 朝倉彫塑館通りのまち並みで改善により、魅力が向上すると思う案はありますか。（複数回答）（ｎ＝59） 

42%

39%

31%

24%

17%

17%

15%

15%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

沿道の景観に適した舗装にする（例：石畳風の舗装など）

まち並みのレトロさを維持する

何かを一様に揃える必要はなく、各自の考え方で良い

道路際に立ち並ぶ建物の圧迫感を軽減するため、敷際にゆとりを…

建物のデザインに統一感を出す（例：形状、色、素材など）

沿道の建物に揃いの設えがある（例：表札、看板、オブジェなど）

各敷地に花や緑を植える・置く

その他

未回答

〇 あなたの建物の敷際空間は、どのように活用していますか。（複数回答）（n＝59） 

51%

24%

14%

14%

7%

5%

2%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

花や緑を植えている・置いている

活用していない

壁や塀がある

敷際空間はない

その他

自転車を置いている

縁台や椅子を置いている

未回答

〇 あなたの敷地の敷際を、通りに向けて開かれたイメージで揃えることについて、どのようにお考えですか。 

39%

20%

14%

12%

9%

3%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

すでに開いており、今後も続けていきたい

どちらでもよいが、周りの雰囲気に合わせたい

沿道の雰囲気が明るくなるのであれば開きたい

特に何もしたくない

その他

沿道に対しては柵や塀などで仕切りたい

未回答

〇 あなたは敷際空間について、どのようなことであれば協力ができそうですか。（複数回答）（ｎ＝59） 

53%
27%

27%
8%
8%

5%
2%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

花や緑を植える・置く
自転車を沿道に置かない

室外機に木製などの覆いを取り付けて、見た目を整える
協力はできない

その他
軒下で人が雨宿りや休憩するスペースをつくる

壁や塀を取り除く
未回答

〇 敷際空間に関する取組みをルール化した場合、どのような影響が出ると思いますか。 

 （複数回答）（ｎ＝43） 

33%

30%

30%

28%

19%

14%

12%

9%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

来街者へのおもてなしになる

沿道の住人同士で、通りの将来を考えるきっかけになる

工事や維持管理するための金銭的負担が増える

沿道の住民が連帯感を持ち、地域に愛着が生まれる

工事や維持管理するための時間的負担が増える

観光客が増えて、地域に悪影響が増える

ご近所との会話が増える

その他

特に影響は出ない

【まちづくり活動について】 

〇 あなたの朝倉彫塑館通りのコミュニティのイメージについてどう思いますか。 

 （複数回答）（ｎ＝59） 

50%

34%

28%

24%

19%

10%

7%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

近隣住民が顔見知りの関係である

町会掲示板が活用されており、情報周知の機会が多い

町会活動が盛んである

新住民が参加しにくい

地域イベントが盛んである

その他

コミュニティに参加する必要性を感じない

コミュニティ内の付き合いが面倒

コミュニティ内の役割が負担を感じる

〇 あなたはコミュニティの活性化によってどのような効果があると感じますか。（複数回答）（ｎ＝59） 

64%

59%

44%

37%

34%

29%

25%

20%

20%

3%

2%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通安全や防犯の強化

非常時の助け合い

地域で顔見知りの関係の広がり

環境美化の維持

高齢者の見守り

青少年の見守り

独居世帯の見守り

地域イベントの実施

地域イメージの向上

その他

効果を感じない

未回答
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花や緑を植える・置く 

自転車を沿道に置かない 

  室外機に木製などの覆いを取り付けて、見た目を整える 

来街者へのおもてなしになる 

  沿道の住人同士で、通りの将来を考えるきっかけになる 

将来  沿道の住民が連携感を持ち、地域に愛着が生まれる 

将来 

近隣住民が顔見知りの関係である 

将来 町会活動が盛んである 

将来 

低層の建物が立ち並んでいる 

将来 

 歴史的な建物や寺院が多い 

将来 通りの雰囲気が良い 

将来 

花や緑を置く家が多い 

将来 

まち並みのレトロさを維持する 

将来 

何かを一様に揃える必要はなく、各自の考え方で良い 

将来 建物のデザインに統一感を出す（例：形状、色、素材など） 

将来 

花や緑を植えている・置いている 

将来 

すでに開いており、今後も続けていきたい 

将来 

どちらでもよいが、周りの雰囲気に合わせたい 

将来 

沿道の雰囲気が明るくなるのであれば開きたい 

将来 

(ｎ＝59) 



 

第 2回目アンケート 集計結果 

ワークショップ 実施結果 

■開催日時    令和６年７月 28日（日）午前 

■対象      朝倉彫塑館通り沿道に土地、建物をお持ちの権利者 

■参加者数    10名 

 まち歩きをした上で、朝倉彫塑館通りのまち並みについて、2つのチームでワークショップを 

行った。 

 

【テーマ】 

①：朝倉彫塑館通りで、将来に渡って守っていきたいもの 

②：朝倉彫塑館通りらしい、植栽デザインの検討 

45.7%
28.3%

21.7%
4.3%

良いと思う
良いと思わない

わからない
未回答

0% 50% 100%

■調査対象者   朝倉彫塑館通り沿道に土地、建物をお持ちの権利者 

■配布・回収日  発送日：令和７年２月６日（木）、回収期限：令和７年２月 21日（金） 

■回収結果    配布数：173件 総回収数；46件 総回収率：26.5％ 

54.3%

23.9%

19.6%

2.2%

良いと思う

良いと思わない

わからない

未回答

0% 50% 100%

〇以下の写真のように、沿道の建物に、屋根や庇を付けて通りに対して軒を揃えることについて、どのように

お考えですか。（あてはまるもの１つに〇をつけてください。）（ｎ＝46） 

〇以下の写真は、谷中でよく使われている外壁素材です。このような素材を建物の外壁の素材

として指定し、景観をそろえることについて、どのようにお考えですか。（ｎ＝46） 

60.9%

21.7%

10.9%

6.5%

良いと思う

良いと思わない

わからない

未回答

0% 50% 100%

〇写真のように、通りから見える部分の窓や外壁のどこかに、木調の縦格子を取り付けて、景観的な

統一感をはかることについて、どのようにお考えですか。（あてはまるもの１つに〇をつけて 

ください。）（ｎ＝46） 

〇写真のように、通りから見える部分の室外機等の建築設備に、目隠しを設置することで景観性を向上

させようとすることについて、どのようにお考えですか。（あてはまるもの１つに〇をつけてください。） 

（ｎ＝46） 

〇第１回目のアンケート結果より、朝倉彫塑館通りでは、既に敷際空間に緑化を行っている方が多い状況

でした。以下の写真のように、敷際空間に花や緑を置くことをどのようにお考えですか。 

（あてはまるもの１つに〇をつけてください。）（ｎ＝46） 

 

76.1%

15.2%

6.5%

2.2%

良いと思う

良いと思わない

わからない

未回答

0% 50% 100%

良いと思う

80.4%

10.9%

6.5%

2.2%

良いと思う

良いと思わない

わからない

未回答

0% 50% 100%

良いと思う

〇令和４年度より施行されている「谷中地区景観形成ガイドライン」では、谷中で今後建てる建物の色につ

いて基準を設けていますが、ガイドラインで示されているよりも、さらに狭い範囲の色を朝倉彫塑館通りの

色基準として設け、将来的に外観を揃えていくことについて、どのようにお考えですか。（あてはまるもの

１つに〇をつけてください。）（ｎ＝46） 

52.2%

26.1%

21.7%

0.0%

良いと思う

良いと思わない

わからない

未回答

0% 50% 100%

現行色彩基準の範囲内 
より狭い範囲で色の基準を設定 

（例：同系色でまとめた場合） 

71.7%

6.5%

19.6%

2.2%

良いと思う

良いと思わない

わからない

未回答

0% 50% 100%

良いと思う
〇朝倉彫塑館通り沿道の景観の未来について、 

沿道住民と区が共に検討していく場があると 

良いと思われますか。（あてはまるもの 1 つ 

に○をつけてください。）（ｎ＝46） 
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テーマ 主な意見

・望ましい敷際の工夫としては、花壇、植木鉢、ベンチ、植栽の設置

・朝倉彫塑館通りならではのものとして、路地と広い空がある

・通りの各建物とそこにある植栽には一体感があって良い

・商店の店先が開放的で良い

・植木鉢等は、シンプルなデザインの方が寺町に合う

・プランターの色や素材については、暗めの色や焼き物風の素材か木製が良い

・規模的には大きくないほうが良い

・スペースの工夫が必要であれば壁掛けや吊り下げ型の植栽が良い

②

①

■ワークショップのまとめ 


